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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では緩やかな景気の回復傾向が続いているものの、大統領

選後の為替相場や株式市場の不安定化、欧州においては英国のＥＵ離脱問題等により、先行きは不透明感が強くな

っております。 

 中国を中心とした新興国におきましては、輸出減や個人消費の低迷により成長率が鈍化しており、厳しい状況が

続いております。 

 わが国経済におきましては、政府主導による経済政策を背景に、緩やかな景気の回復傾向が続いているものの、

グローバル経済の先行きの不透明性や急激な為替変動などの影響による景気下振れも懸念されております。 

 このような経済環境の中、当社グループが関連する業界におきましては、民生機器をはじめとした電子機器のデ

ジタル化の進展、地デジ対応需要の一巡などにより成熟化が進んでおります。また、企業の設備投資に対する姿勢

は依然として慎重な姿勢が続いております。このような中、４Ｋ映像フォーマット対応関連設備の需要は国内、北

米・中南米、欧州において堅調に推移いたしました。一方、これまでの地上デジタル放送関連設備につきまして

は、中国を中心としたアジアなどにおいて動きが見られたものの、国内では更新需要が下期以降に先送りされ、北

米・中南米においても需要が停滞したことにより、売上は減少いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,530百万円（前年同期比15.6％減）となりました。 

 また、営業外費用として為替差損16百万円などを計上した結果、経常損失30百万円（前年同期は116百万円の経

常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失36百万円（前年同期は114百万円の親会社株主に帰属する四半期純

損失）となりました。

 

 セグメントの業績につきましては、当社グループの事業が電気計測器の開発と製造、販売を行う単一のセグメン

トであるため、記載を省略しております。

 これに代わる売上高の品目別内訳及び地域別内訳は次のとおりであります。

＜品目別内訳＞

① ビデオ関連機器

 ４Ｋ映像フォーマット対応関連設備の需要は国内、北米・中南米、欧州において堅調に推移いたしました。一

方、これまでの地上デジタル放送関連設備につきましては、中国を中心としたアジアなどにおいて動きが見られ

たものの、国内では更新需要が下期以降に先送りされ、北米・中南米においても需要が停滞したことにより、売

上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は1,320百万円（前年同期比14.6％減）となりました。 

② 電波関連機器 

 テレビの電界強度測定器及びデジタル放送関連設備で需要が停滞し、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は71百万円（同39.8％減）となりました。 

③ その他 

 汎用計測機器・修理・部品等で、全般的に需要が停滞し、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は138百万円（同6.5％減）となりました。 

＜地域別内訳＞ 

① 日本

 日本国内におきましては、政府主導による経済政策を背景に、緩やかな景気の回復傾向が続いているものの、

グローバル経済の先行きの不透明性や急激な為替変動などの影響による景気下振れも懸念されております。 

 このような状況の中、当社グループが関連する業界におきましては、４Ｋ映像フォーマット対応関連設備の需

要は堅調に推移したものの、これまでの地上デジタル放送関連設備の更新需要が下期以降に先送りされたことな

どにより、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は891百万円（同18.2％減）となりました。 

② 北米・中南米 

 北米・中南米におきましては、４Ｋ映像フォーマット対応関連設備の需要が堅調に推移いたしましたが、その

他の放送関連設備の需要が停滞し、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は301百万円（同37.5％減）となりました。 

③ アジア 

 アジアにおきましては、中国を中心に主力の放送関連設備の需要に動きが見られ、売上は増加いたしました。 

 この結果、売上高は233百万円（同16.9％増）となりました。 
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④ その他 

 その他の地域におきましては、欧州で４Ｋ映像フォーマット対応関連設備を中心とした放送関連設備が好調に

推移し、売上は増加いたしました。 

 この結果、売上高は105百万円（同152.8％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 資産、負債、純資産の状況

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ130百万円減少し、3,515百万円となりまし

た。減少の主な要因は、受取手形及び売掛金が154百万円減少したことなどによるものであります。

 負債合計は前連結会計年度末に比べ75百万円減少し、720百万円となりました。減少の主な要因は、買掛金が59

百万円減少したことなどによるものであります。

 純資産は、2,794百万円となり、自己資本比率は1.3ポイント増加し、79.5％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今後の当社グループが関連する業界におきましては、国内では設備投資などの需要停滞により、厳しい環境が続

くと思われますが、放送分野につきましては、先送りされております設備の更新需要を見込んでおります。 

 北米・中南米、アジアなどにおきましても、世界的なデジタルテレビ放送の普及による放送関連の設備で、新規

需要を見込んではおりますが、全般的には厳しい状況が続くものと考えられます。 

 当社グループにおきましては、引き続き４Ｋ／８Ｋの超高精細画像、高速伝送機器など得意とするデジタル放送

関連、映画産業関連をはじめ、画像評価関連などに対応する新製品の投入を軸に、国内外における営業力を強化し

て受注・売上の拡大をはかってまいります。 

 また、徹底した経費削減と原価低減に当社グループを挙げて取り組み、業績の回復を目指してまいります。 

 なお、平成28年５月13日に公表いたしました平成29年３月期（通期）の連結業績予想につきましては、変更して

おりません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,839,315 1,779,270 

受取手形及び売掛金 624,395 469,783 

商品及び製品 213,036 201,294 

仕掛品 667 3,738 

原材料及び貯蔵品 145,492 160,439 

繰延税金資産 2,938 － 

未収還付法人税等 762 131 

その他 140,985 228,049 

貸倒引当金 △2,647 △2,212 

流動資産合計 2,964,946 2,840,494 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 510,008 497,343 

土地 12,420 12,420 

その他（純額） 22,418 19,295 

有形固定資産合計 544,847 529,059 

無形固定資産 38,382 37,729 

投資その他の資産    

投資有価証券 46,047 54,200 

生命保険積立金 39,145 42,263 

その他 14,955 13,633 

貸倒引当金 △1,971 △1,970 

投資その他の資産合計 98,178 108,126 

固定資産合計 681,408 674,915 

資産合計 3,646,354 3,515,409 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 143,564 84,215 

未払法人税等 16,600 7,383 

賞与引当金 28,235 13,314 

その他 102,942 95,320 

流動負債合計 291,342 200,233 

固定負債    

繰延税金負債 1,099 3,217 

退職給付に係る負債 503,267 515,543 

その他 223 1,687 

固定負債合計 504,590 520,448 

負債合計 795,933 720,681 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,163,233 1,163,233 

資本剰余金 1,272,297 1,272,297 

利益剰余金 779,924 743,586 

自己株式 △202,514 △202,754 

株主資本合計 3,012,940 2,976,362 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 583 5,870 

為替換算調整勘定 △163,102 △187,504 

その他の包括利益累計額合計 △162,519 △181,634 

純資産合計 2,850,421 2,794,727 

負債純資産合計 3,646,354 3,515,409 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 1,812,946 1,530,802 

売上原価 880,709 623,294 

売上総利益 932,236 907,508 

販売費及び一般管理費 1,048,424 936,663 

営業損失（△） △116,188 △29,154 

営業外収益    

受取利息 286 277 

受取配当金 1,616 1,575 

受取家賃 － 10,693 

助成金収入 3,681 － 

貸倒引当金戻入額 － 17 

その他 4,300 3,606 

営業外収益合計 9,884 16,171 

営業外費用    

売上割引 1,094 582 

為替差損 2,830 16,196 

保険解約損 1,556 － 

外国源泉税 4,062 － 

その他 181 1,204 

営業外費用合計 9,724 17,984 

経常損失（△） △116,028 △30,967 

特別利益    

固定資産売却益 5,285 468 

投資有価証券売却益 3,586 － 

特別利益合計 8,871 468 

特別損失    

固定資産除却損 741 18 

特別損失合計 741 18 

税金等調整前四半期純損失（△） △107,897 △30,517 

法人税、住民税及び事業税 6,270 3,068 

法人税等調整額 △36 2,752 

法人税等合計 6,234 5,820 

四半期純損失（△） △114,132 △36,338 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △114,132 △36,338 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純損失（△） △114,132 △36,338 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,402 5,287 

為替換算調整勘定 △4,127 △24,402 

その他の包括利益合計 △1,724 △19,114 

四半期包括利益 △115,856 △55,453 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △115,856 △55,453 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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